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日の丸 キャピタリスト 風雲録 

日
本
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ベ
ン
チ
ャ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
投
資
事
業
組
合 

代 

表
　

村
口
和
孝
　 

  

未
来
は
自
ら
拓
く
も
の 

第4回 

K
azutaka M

urag
uchi

監査証明を受ける「起業体験プログラム」参加高校生 

 

混 

沌
に
立
ち
向
か
お
う 

 

　
生
ま
れ
る
と
き
は
誰
で
も
羊
水
に
ま
み
れ
修
羅

場
を
く
ぐ
る
よ
う
に
、
い
く
ら
格
好
い
い
創
業
物

語
も
、
実
際
の
現
場
は
混
沌
と
し
て
い
る
。
修
羅

場
や
混
沌
を
避
け
ら
れ
る
と
妄
想
す
る
社
会
は
、

非
現
実
的
で
、
世
界
の
歴
史
か
ら
閉
ざ
さ
れ
た
、

夢
見
る
楽
園
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
の
よ
う
な
特
殊
社
会
に

な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
我
々
は
今
一
度
、
ガ
ラ

パ
ゴ
ス
の
部
屋
を
開
け
放
ち
、
勇
気
を
奮
っ
て
、

人
間
の
創
業
期
の
混
沌
と
し
た
現
実
に
、
正
面
か

ら
向
き
合
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。 

　
実
際
、
半
分
も
上
場
す
れ
ば
凄
い
と
言
わ
れ
、

華
々
し
い
成
功
だ
け
が
マ
ス
コ
ミ
か
ら
取
り
上
げ

ら
れ
る
Ｖ
Ｃ
（
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
）の
世
界

は
、
裏
を
返
せ
ば
、
最
低
半
分
は
苦
悩
の
末
投
資

に
失
敗
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
が
Ｖ
Ｃ
世

界
の
現
実
で
あ
る
。
成
功
の
影
に
は
失
敗
が
あ
り
、

ま
た
成
功
と
失
敗
と
は
紙
一
重
で
あ
る
。
１０
社
も

投
資
先
が
あ
れ
ば
、
例
外
な
く
、
今
日
も
ど
こ
か

の
投
資
先
が
大
小
の
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
て
、
ベ
ン
チ
ャ
ー

キ
ャ
ピ
タ
リ
ス
ト
は
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
。 

　
学
者
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
立
ち
上
げ
の
苦
境
期
を
大
げ
さ
に

「
デ
ス
バ
レ
ー
（
死
の
谷
）」
と
呼
ぶ
が
、
学
校
の
立
ち
上

げ
で
あ
れ
、
病
院
の
立
ち
上
げ
で
あ
れ
、
資
本
を
使
い
準

備
を
し
て
事
業
を
始
め
る
作
業
は
、
常
に
混
沌
と
し
て
大

変
な
こ
と
で
あ
る
。
ま
し
て
や
競
争
条
件
の
明
確
で
な
い

新
し
い
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
領
域
に
お
い
て
、
企
業
家
が
新

し
く
事
業
を
開
始
す
る
こ
と
は
、
自
分
の
人
生
を
混
沌
の

中
に
身
を
投
じ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
不
確
実
な
事

業
を
社
会
的
に
資
金
面
で
支
え
て
く
れ
る
の
が
、
不
成
功

の
資
金
リ
ス
ク
を
吸
収
し
て
く
れ
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ

タ
リ
ス
ト
の
投
資
活
動
で
あ
り
、
こ
れ
が
Ｖ
Ｃ
の
社
会
的

充
実
が
待
た
れ
て
い
る
理
由
で
あ
る
。 

 

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設 

    

「
ｉ
Ｇ
ａ
ｔ
ｅ
」
開
始 

 

　
１
９
９
８
年
、
私
が
Ｖ
Ｃ
会
社
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
１４

年
間
務
め
た
後
独
立
し
た
と
き
、
最
初
に
驚
い
た
の
が
、

自
分
自
身
が
あ
ま
り
に
創
業
経
営
の

実
態
を
知
ら
な
い
こ
と
だ
っ
た
。
Ｖ

Ｃ
会
社
に
い
た
の
だ
か
ら
良
く
知
っ

て
い
る
は
ず
の
創
業
経
営
を
い
ざ
自

分
で
や
る
番
に
な
る
と
、
赤
ち
ゃ
ん

も
同
一
の
有
様
だ
っ
た
。
商
号
を
決

め
、
創
業
登
記
し
、
銀
行
で
口
座
を

開
き
、
事
務
所
を
借
り
、
机
を
準
備

し
、
電
話
を
引
き
、
ネ
ッ
ト
の
プ
ロ

バ
イ
ダ
と
契
約
し
、
名
刺
を
作
る
。
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インキュベーションセンター「ｉＧａｔｅ」 

商
号
も
決
ま
っ
て
い
な
い
創
業
準
備
期
の
人
に
は
、
ま
ず

も
っ
て
信
用
が
無
く
、
事
務
所
す
ら
借
り
ら
れ
な
い
。
す

べ
て
が
初
め
て
の
こ
と
だ
ら
け
だ
っ
た
。
事
業
活
動
に
は
、

事
業
を
始
め
る
前
か
ら
い
き
な
り
巨
大
な
壁
が
立
ち
は
だ

か
っ
て
い
た
。  

「
こ
れ
は
大
変
だ
」
と
、
気
が
つ
い
た
か
ら
に
は
行
動
せ

ず
に
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
１
９
９
９
年
、
Ｎ
Ｔ
Ｖ
Ｐ
創
業

一
周
年
記
念
の
第
１
弾
と
し
て
、
早
速
、
創
業
準
備
期
の

個
人
の
支
援
に
的
を
絞
っ
た
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設

「
ｉ
Ｇ
ａ
ｔ
ｅ
」
を
東
京
浜
松
町
の
大
門
で
開
始
し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
．
と
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
の
リ
ム
ネ
ッ
ト

が
協
力
し
て
く
れ
た
。
こ
れ
は
、
当
時
の
日
本
の
イ
ン
キ

ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
に
影
響
を
与
え
た
。
何
し
ろ
、
小
規

模
な
中
小
企
業
へ
の
レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
の
提
供
で
は
な

く
、
創
業
準
備
期
の
一
番
信
用
の
無
い
人
へ
の
環
境
提
供

の
支
援
に
限
定
し
た
活
動
だ
っ
た
か
ら
だ
。 

      

　 

  

　
次
に
驚
い
た
の
が
、
組
織
か
ら
独
立
し
て
一
人
で
事
務

所
を
始
め
た
時
、
過
去
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
私
は
誰

か
ら
も
創
業
の
仕
組
み
や
作
業
に
つ
い
て
教
育
で
教
わ
っ

て
い
な
い
こ
と
だ
っ
た
。
考
え
て
み
れ
ば
、
現
代
と
い
う

時
代
は
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
「
企
業
家
と
い
う
生
き
方
」

を
身
近
で
観
察
す
る
機
会
を
奪
っ
て
し
ま
っ
た
。 

　
そ
こ
で
創
業
１
周
年
記
念
の
第
２
弾
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
（
社
会
貢
献
活
動
）
と
し
て
、「
起
業
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
を
企
画
し
た
。
ち
ょ
う
ど
長
男
と
長
女
が
東
京
都

大
田
区
池
上
本
門
寺
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
で
お
世
話
に
な

っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
青
少
年
に
体
験
し
て
も
ら
っ
た
ら

ど
う
か
と
持
ち
か
け
る
と
、
「
ご
両
親
が
手
伝
っ
て
く
れ

る
の
な
ら
」
と
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
Ｎ
Ｔ
Ｖ
Ｐ
の

創
業
期
で
あ
っ
て
、
資
金
も
十
分
で
無
い
ま
ま
自
分
た
ち

が
事
務
所
を
立
ち
上
げ
に
苦
労
し
た
内
容
を
、
そ
の
ま
ま

教
材
に
し
た
。
「
体
験
ノ
ー
ト
」
と
題
し
て
私
が
週
末
ワ

ー
プ
ロ
を
打
っ
た
。 

　
起
業
体
験
ワ
ー
ク
ノ
ー
ト
に
基
づ
き
、
ま
ず
事
業
を
創

業
す
る
小
学
高
学
年
、
中
・
高
、
大
校
生
が
約
５
〜
２０
人

の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
独
自
の
「
事
業
計
画
を
作
成
」
す

る
。
そ
れ
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
大
学
生
や
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク

ー
ル
生
が
扮
す
る
「
一
日
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
リ
ス
ト

（
投
資
家
）」
を
説
得
出
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
Ｖ
Ｃ
役

の
大
学
生
は
慶
應
や
早
稲
田
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
興
味
の
あ

る
学
生
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
手
伝
っ
て
も
ら
っ
た
。 

　
青
少
年
起
業
家
た
ち
は
自
分
で
出
資
し
（
１
０
０
０
円

程
度
）
、
社
長
を
決
め
、
司
法
書
士
に
手
伝
っ
て
も
ら
っ

て
会
社
を
「
設
立
登
記
」
す
る
。
そ
の
上
で
学
生
投
資
家

に
数
万
円
の
株
券
を
発
行
し
て
「
増
資
」
し
、
事
業
実
現
の

た
め
の
必
要
準
備
資
本
を
獲
得
す
る
。
安
全
な
運
転
資
金

部
分
は
模
擬
銀
行
か
ら
担
保
を
提
出
し
て
「
借
入
」
も
行

う
。
な
お
借
入
過
多
は
不
健
全
だ
。 

　
次
に
、
チ
ー
ム
の
活
動
計
画
に
基
づ
い
て
、
街
に
出
て

現
実
に
資
本
を
使
い
、
値
段
と
条
件
の
交
渉
を
し
な
が
ら

「
仕
入
活
動
（
領
収
書
に
化
け
る
）」
を
実
践
す
る
。
さ
ら

に
街
の
祭
り
や
学
園 

祭
会
場
等
で
店
開
き
を
し
て
、
「
商

品
を
加
工
し
、
販
売
を
実
行（
売
値
変
更
は
無
論
自
由
）」

す
る
が
、
販
売
す
る
相
手
は
一
般
人
だ
か
ら
本
気
で
売
ら

な
い
と
売
れ
な
い
。
終
了
後
、
現
金
を
数
え
、
伝
票
を
集

計
し
て「
決
算
書（
貸
借
対
照
表
と
損
益
計
算
書
）を
作
成
」

す
る
。
本
物
の
会
計
士
に
「
監
査
証
明
書
」
を
発
行
し
て

も
ら
い
、
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
し
て
「
株
主
総
会
で
事
業
報

告
」
す
る
。
納
税（
義
援
金
等
に
寄
付
）し
た
後
、
総
会
決

議
に
基
づ
い
て
「
利
益
配
当
し
て
、
会
社
を
解
散
」
す
る
。

  

企
業
家
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
べ
き
だ 

 

　
開
催
日
当
日
、
池
上
本
門
寺
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
会
場

に
来
て
、
本
物
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
社
長
と
い
う
こ
と
で
ソ

フ
ト
開
発
会
社
イ
ン
フ
ォ
テ
リ
ア
の
平
野
洋
一
郎
社
長
に

講
義
を
し
て
も
ら
っ
た
。
監
査
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
の
が
、

Ｎ
Ｔ
Ｖ
Ｐ
投
資
事
業
組
合
の
監
査
を
し
て
く
れ
て
い
た
本

物
の
公
認
会
計
士
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
協
力
し
て
く
れ
、

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。 

　
昼
間
は
デ
ィ
ー
・
エ
ヌ
・
エ
ー
の
創
業
応
援
を
し
て
、

夜
は
投
資
事
業
組
合
の
契
約
書
を
ま
と
め
、
週
末
は
青
少

年
の
起
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
準
備
を
す
る
と
い
っ
た
非

「
起
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」 

         

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 
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1
9
5
8
年
徳
島
生
ま
れ
。 

慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部
卒
。 

84
年
日
本
合
同
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス（
現
ジ
ャ
フ
コ
）
入
社
。

98
年
独
立
し
、
日
本
初
の
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
を

設
立
。
東
京
を
中
心
に
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
創
業
支
援
、

株
式
上
場
支
援
を
行
い
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
を
開
催
。
99
年
よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、 

「
青
少
年
起
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
慶
應
義
塾
大
学

な
ど
全
国
各
地
で
実
施
。
03
年
よ
り
徳
島
大
学
客
員
教

授
。
07
年
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
経
営
管
理
研
究
科
非

常
勤
講
師
。
現
在
、
日
本
経
済
新
聞
夕
刊
に
て
定
期
的

に
コ
ラ
ム
執
筆
中
。  

著
者
略
歴 

日
本
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ベ
ン
チ
ャ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
投
資
事
業
組
合 

代 

表
　
　村
口
和
孝
　《
む
ら
ぐ
ち
　
か
ず
た
か
》 

 

起業体験プログラム「慶應義塾大学矢上際」 

常
に
忙
し
い
毎
日
を
送
っ
て
い
た
が
、
池
上
本
門
寺
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
は
私
の
子
ど
も
た
ち
も
参
加
し
て
お
り
、
家

族
サ
ー
ビ
ス
も
兼
ね
て
い
て
楽
し
く
開
催
し
た
。 

　
よ
く
「
忙
し
い
の
に
出
来
ま
す
ね
」
と
言
わ
れ
る
が
、

つ
く
づ
く
忙
し
い
か
ら
出
来
る
の
だ
と
思
う
。
暇
で
余
裕

が
あ
る
と
き
ほ
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
面
倒
で
出

来
な
い
も
の
で
あ
る
。
要
は
実
行
す
る
決
心
が
出
来
る
か

ど
う
か
で
あ
る
。
私
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
か
ら
独
立
す
る
こ

と
で
、
以
前
よ
り
も
強
く
自
分
が
広
い
社
会
の
中
で
ど
う

有
意
義
に
生
き
る
べ
き
か
、
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。 

 

学
び
の
多
い 
     

起
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム 
 

　
起
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
優
秀
な
グ
ル
ー
プ
が
元

の
出
資
金
の
５
倍
以
上
の
高
配
当
を
得
ら
れ
る
。
一
方
駄

目
な
会
社
は
赤
字
に
な
り
元
本
割
れ
に
な
る
。
現
金
を
使

う
現
実
経
済
活
動
な
の
で
子
ど
も
は
一
生
懸
命
だ
。
利
益

は
持
株
に
応
じ
公
平
に
分
配
、
最
初
か
ら
競
争
原
理
が
は

た
ら
い
て
い
る
。
ガ
リ
勉
が
必
ず
し
も
優
秀
と
は
限
ら
な

い
。
実
施
し
て
毎
回
驚
か
さ
れ
る
の
は
、
青
少
年
の
資
本

主
義
経
済
、
会
社
設
立
運
営
に
対
す
る
理
解
の
早
さ
、
自

然
さ
健
全
さ
と
、
状
況
変
化
へ
の
適
応
能
力
の
高
さ
で
あ

る
。 

　
会
社
の
仕
組
み
学
習
は
、
部
分
部
分
を
切
り
離
し
て
学

ぶ
よ
り
も
一
連
の
作
業
と
し
て
現
実
に
現
金
を
使
っ
て
体

験
す
る
と
、
若
い
子
は
あ
っ
と
い
う
間
に
本
質
を
理
解
す

る
。
ま
た
、
途
中
起
こ
る
様
々
な
体
験
を
通
じ
て
経
済
活

動
の
困
難
さ
や
、
困
難
を
屁
理
屈
で
は
な
く
、
現
実
的
に

正
当
か
つ
柔
軟
に
粘
り
強
く
乗
り
越
え
る
こ
と
の
重
要
さ

に
気
が
付
い
て
い
く
。
最
初
は
現
金
の
分
配
を
伴
う
こ
と

や
、
利
益
を
追
求
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
教
育
委
員
会
で
問

題
に
な
る
の
で
は
、
と
い
う
懐
疑
的
意
見
が
多
か
っ
た
。

開
催
と
と
も
に
参
加
し
た
子
ど
も
か
ら
「
現
実
の
会
社
運

営
が
こ
ん
な
に
大
変
と
は
知
ら
な
か
っ
た
」
、
「
初
め
て

学
校
で
い
ろ
ん
な
学
科
を
勉
強
す
る
こ
と
や
進
学
す
る
こ

と
の
重
要
性
に
気
が
付
い
た
」
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
「
子
ど
も

が
社
会
に
積
極
的
に
な
っ
た
」
な
ど
大
き
な
教
育
効
果
が

あ
が
り
、
今
で
は
学
校
の
先
生
も
積
極
的
に
参
加
す
る
ま

で
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
参
加
し
た
大
学
生
達
も
「
有

名
大
学
の
経
済
学
部
に
居
な
が
ら
会
社
の
仕
組
み
を
初
め

て
知
っ
た
」「
知
ら
ず
に
社
会
人
に
な
っ
て
い
た
ら
怖
い
」

な
ど
教
育
効
果
が
大
き
い
。 

　
あ
る
中
学
３
年
生
の
話
だ
が
、
彼
女
は
こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
参
加
す
る
ま
で
は
学
校
で
勉
強
す
る
こ
と
の
意
味
が

分
か
ら
ず
、
大
学
に
進
学
す
る
つ
も
り
も
無
か
っ
た
。
と

こ
ろ
が
友
人
と
小
遣
い
を
稼
ご
う
と
起
業
体
験
に
参
加
し

て
、
あ
れ
こ
れ
自
分
で
工
夫
を
し
て
小
事
業
を
や
っ
て
決

算
書
に
ま
と
め
て
み
た
と
こ
ろ
、
現
実
の
社
会
の
ル
ー
ル

と
仕
組
み
が
分
か
り
、
将
来
大
学
進
学
す
る
こ
と
を
考
え

て
高
校
受
験
を
頑
張
り
、
い
い
高
校
に
進
学
し
た
。
彼
女

は
現
実
社
会
の
中
で
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
に
気
が
つ
い

て
、
勉
強
し
た
い
と
心
か
ら
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。 

　
結
局
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
教
え
て
い
る
こ
と
は
、
会
社

創
業
運
営
の
仕
組
み
で
あ
る
が
、
基
本
は
「
未
来
は
自
ら

拓
く
も
の
」
と
い
う
、
健
全
な
自
主
独
立
の
生
き
方
の
考

え
方
で
あ
る
。 

　
現
在
、
郁
文
館
夢
学
園
、
品
川
女
子
学
院
、
慶
應
義
塾

大
学
理
工
学
部
大
学
院
、
徳
島
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会
、

海
部
高
校
、
成
蹊
大
学
な
ど
で
実
施
し
て
お
り
、
９
年
間

で
累
積
参
加
者
が
約
５
０
０
０
人
と
な
り
毎
年
増
加
し
て

行
っ
て
い
る
。 

   


